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はじめに
膜翅目のスズメバチ科・スズメバチ（Vespa）

属 は， 世 界 で 22 種 が 記 録 さ れ て い る (Archer, 

2012; Perrard et al., 2013）．国内では北海道から南

西諸島にかけて７種が自然分布する（松浦・山根，

1984；松浦，1995）．日本産スズメバチ属はいず

れの種も１年性の単女王性・真社会性種で，越冬

を終えた女王バチが，春に単独で営巣を開始する．

営巣場所は，木の枝や人工建築物の軒下などの開

放空間と，木の洞や土中の空洞，建造物の屋根裏，

戸袋，床下などの閉鎖空間に大別される．

コガタスズメバチVespa analis Fabricius 1775は，

北海道から八重山諸島まで日本産スズメバチ属の

中で最も広域に分布している（山根，1988）．成

虫の体色により 3 亜種が区別されており，北海道，

本州，四国，九州と佐渡島，対馬島，屋久島，種

子島，口永良部島に V. analis isularis Dalla Torrer 

1894 が，奄美大島，沖永良部島，加計呂麻島，

徳之島，沖縄島に V. analis eisa Yamane 1987 が , 

西 表 島 と 石 垣 島 に は V. analis nagatomii Yamane 

1987 が 分 布 し て い る（Yamane, 1987； 松 浦，

1995；Saito-Morooka and Yamane, 2022；西村ほか，

2022）．本種は，雨や直射日光が直接あたらない

ような地上およそ 2 m 以下の木本類の枝や家屋の

軒下などの開放空間に営巣する．初期巣は，創設

女王バチが単独で造巣し，徳利または一輪挿しの

花瓶をさかさまにした形状を呈する．その後，約

1 ケ月経過すると働きバチが羽化してきて巣の形

状は楕円型，洋ナシ型または雨粒型となる．秋に

は巣は 50 cm 前後の大きさとなり，働きバチ数も

100 から 300 頭前後となる．晩秋には，次世代の

新女王バチと雄バチが羽化し，野外で別巣由来の

個体と交尾し（Takahashi et al., 2003, 2007），新女

王バチが翌年まで越冬をする．体長は，女王バチ

が 25 から 29 mm，働きバチは 22 から 27 mm で

ある．働きバチ数は，日本産スズメバチ属の中で

はヒメスズメバチ Vespa ducalis Smith 1858 に次い

で少ない（松浦，1995）．巣の大きさや働きバチ

数は，薩南諸島の個体群が本種の中で最大となる

（山根・川畑，2017）．

薩南諸島の奄美群島に属する喜界島は，約 12

万年前にフィリピン海プレートの滑り込みにより

海底から隆起した島である．総面積約 57 km2 の

うち約 19％が森林である．もっとも近い奄美大

島からは東北に約 25 km 離れていて，北緯 28 度

20 分，東経 130 度 00 分の地点にある．喜界島の

スズメバチ科相は，アシナガバチ亜科のキアシナ

ガバチ Polistes rothneyi Cameron 1900 とオキナワ

チビアシナガバチ Ropalidia fasciata Fabricius 1804

の 2 種のみからなる．2021 年 8 月にこれまで記

録がなかった喜界島においてコガタスズメバチの

巣が発見された（山室ほか，2021）．その後，喜

界島役場が設置した捕殺トラップにより 2021 年

および 2022 年において本種の女王バチが捕獲さ
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れたことから島内での繁殖・定着が示唆されてい

る．今回我われは，2022 年 10 月に同島で本種の

巣を発見・採集し，繁殖期の巣の発達状況につい

て初めて分析を行ったのでここに報告する．

材料および方法
筆者の 1 人である伊地知告が，2022 年 10 月

25 日に喜界島大朝戸集落（北緯 28 度 19 分 52 秒，

東経 129 度 58 分 9 秒）の道路脇の草地で巣を発

見し，10 月 26 日の夜間に巣の採集を行った（図

１）．採集は，スズメバチ用防護服を着用して接

近し，巣穴に市販の殺虫剤を散布した後，巣を厚

手のビニール袋に入れて冷凍した．個体数と巣の

構造を確認するために，外被を剥がして巣盤を取

り出し，各巣盤を繋ぐ支柱を切り離した．巣構成

を明らかにするため，巣盤，育房，卵，幼虫，蛹，

成虫（創設女王バチ，働きバチ，雄バチ，新女王

バチ）の数を記録した．雌雄の判別は，松浦・山

根（1984）に従って，触角の節数（雄：13 節，雌：

12 節）と腹部の節数（雄：7 節，雌：6 節）によ

り行った．スズメバチ属の創設女王バチは，繁殖

期には体毛が消失し，光沢を帯びる特徴が見られ

る（松浦，1995）ため，その指標に従い識別した．

今回採集した巣にいた成虫は，形態からコガタス

ズメバチと同定された．そこで Yamane (1987) に

従い実体顕微鏡を用いて体色から亜種の同定を

行った．さらに雌バチ個体の頭幅と前胸幅を顕微

鏡とミクロメータを使って計測し，頭幅が 7.4 

mm 以上で頭幅と前胸幅の比が 1 未満を示した雌

バチ個体を女王バチとした．

結果および考察
今回我われは，喜界島に侵入したコガタスズ

メバチの巣構造を初めて確認することができた．

捕獲した巣は，前年に花良治集落で発見された巣

（山室ほか，2021）との距離は直線で約 4 km であっ

た．巣には雌バチが 195 個体，雄バチが 75 個体

の計 270 個体の成虫が確認された（図 2）．雌バ

チの中に１個体だけ体毛の消失が確認できた（図

2a）．この個体の頭幅は 7.79 mm，前胸幅は 7.90 

mm であったことから，この個体を創設女王バチ

と断定した．体色は，黒地に橙色と赤褐色の斑紋

があり，頭部は赤茶褐色が濃く，単眼の周囲や眉

間は暗色であった．触角柄節は，赤褐色，鞭節は

赤味を帯びていた．小楯板に一対の赤橙色の印が

あり，後胸背板前面に小さな薄赤橙色の印があっ

た（図 2）．これらの特徴から V. analis eisa 亜種と

同定した．他に測定できた雌バチ個体の頭幅（n 

= 194） は，7.36 mm±0.164（ 平 均 ± 標 準 偏 差 ），

最大 7.82 mm，最小 6.85 mm であった．前胸幅（n 

= 194） は，7.13 mm±0.234（ 平 均 ± 標 準 偏 差 ），

最 大 7.90 mm， 最 小 6.60 mm で あ っ た（ 図 3）．

頭幅が 7.4 mm 以上の個体は，63 個体が確認され

図 1．喜界島で見つかったコガタスズメバチ Vespa analis の
巣（a）と外皮を取り除いた状態の巣（b）．

図 2．巣にいた成虫．（a）創設女王バチ，（b）働きバチ，（c）
雄バチ．
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たが，頭幅と前胸幅の比が 1 以下となる個体は 6

個体のみであり，これを新女王バチとし，残りの

57 個体を働きバチとした．さらに，1 以上になっ

た 131 個体はすべて働きバチと判断した ( 図 3)．

成虫の構成は，創設女王バチが 1 個体，働きバチ

が 188 個体，新女王バチが 6 個体，雄バチが 75

個体となった．北海道から九州・屋久島まで分布

する V. analis isularis 亜種は，働きバチ数が 100

頭をこえることは稀である．一方，薩南諸島や南

西諸島に自然分布する 2 亜種は，働きバチ数が最

盛期に 100 頭を越えることが報告されており，喜

界島で採集された巣はそれらと同規模の働きバチ

数であった．また，本種は単女王性であることが

報告されているが（松浦・山根，1984; Takahashi 

et al. 2003, 2007；山根・川畑，2017），今回喜界

島で採集された巣も同様であった． 

巣の外形は，洋ナシ（雨粒）型であった（図 1）．

巣盤数は 6 個（図 4），総育房数は 1,471 個であっ

た（表 1）．上から 3 段目までの 543 個の育房が

蓋掛されており，1 段目は 94 個すべて，2 段目は

255 個のすべて，3 段目は 354 個中 194 個，4 段

目は 358 個中 22 個の育房が蓋掛されていた．ス

ズメバチ属で見られる空育房の蓋掛は，メイガ類

に対する食害の防御，あるいは台風などに対する

補強のためであることが示唆されており，国内で

は薩南諸島以南で顕著になることが知られている

（松浦・山根，1984；山根・川畑，2016）．今回捕

獲した巣でもこの状態が観察されたことから，侵

入個体群の起源は薩南諸島で V. analis eisa 亜種の

分布する地域であることが予測された．

卵，幼虫，前蛹，蛹の総数（1 段目から 6 段目

の 巣 盤 ） は， そ れ ぞ れ 188 個（0, 0, 0, 32, 42, 

114），117 個（0, 0, 2, 23, 85, 7），25 個（0, 4, 6, 

13, 2, 0），129 個（0, 1, 27, 68, 33, 0）であった（表

1）．そのうち 20 個の育房には，1 つの育房に複

図 3．メス成虫の頭幅および前胸幅の測定結果．● は頭幅／
前胸幅が 1 以下の女王バチ（n = 6），〇は頭幅／前胸幅が
1 以上の働きバチ（n = 188）を示す． 

図 4．巣盤の状態．最上段の巣盤（a）から（f）までアルフ
ァベット（1 段目から 6 段目）順に並べた．

巣盤 育房数 卵 幼虫 前蛹 蛹 育房あたりの蛹便数 総蛹便数通常 蓋掛 働きバチ 新女王バチ 雄バチ 1 2 3
1 0 94 0 0 0 0 0 0 * * * *
2 0 255 0 0 4 1 0 0 * * * *
3 160 194 0 2 6 19 0 8 * * * *
4 336 22 32 23 13 20 1 47 * * * *
5 300 42 85 2 0 0 33 80 0 0 80
6 110 114 7 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 906 565 188 117 25 40 1 88 80 0 0 80
* メイガ幼虫の食害により正確な測定ができなかった．

表１．喜界島で採集されたコガタスズメバチ Vespa analis の巣の構成．
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数の卵または卵と幼虫が混生していることが確認

された（図 5a）．この現象は働きバチによる産卵

または幼虫に対する栄養卵の可能性がある．実際

にスズメバチ属では，先にふ化した幼虫が同じ育

房内にいる卵や幼虫を捕食するので最終的には 1

個体となる（高橋，未発表）．また，外部形態か

ら蛹の性およびカストの判別をしたところ，働き

バチ，新女王バチ，雄バチがそれぞれ 40, 1, 88 個

体であった．通常スズメバチ属は，雄バチが先に

羽化し，その後に新女王バチが羽化する（松浦・

山根，1984；松浦，1995）．今回の巣は雄バチ数

が多かったため繁殖初期であることが予測された．

奄美大島でのコガタスズメバチの巣構造の調

査（山根・川畑，2017) では，繁殖個体の羽化が

始まる時期は，10 月下旬から 11 月初旬頃である

ことが示唆されている．喜界島で採集された巣で

も繁殖個体の羽化は，同じように 10 月下旬から

始まることがわかった．営巣規模の指標となる働

きバチ成虫数，巣盤数，育房数は，いずれも過去

に北海道，本州，九州で調査された結果（松浦・

山根，1984；松浦，1995）と比較して，多いこと

も明らかになった．

巣盤の１段目から４段目において，複数の育

房で鱗翅目の幼虫が確認された．これらの幼虫は

蛹便（メコニウム）を食害していた（図 5b, c, d）

ため，羽化した個体数の推定ができなかった（表

1）．国内では，スズメバチ属の巣にギンモンシマ

メイガ Pyralis regalis およびモモイロシマメイガ

Hypsopygia mauritialis の幼虫が寄生する（Martin, 

1992；松浦，1995）．また，アシナガバチ亜科の

巣には，モモイロシマメイガ，ウスムラサキシマ

メイガ Hypsopygia postflava やトビイロシマメイ

ガ Hypsopygia regina が 寄 生 す る（Yamane et al. 

2022）．奄美大島では，コガタスズメバチの巣か

らメイガ科の幼虫の寄生が報告されている（山根・

川畑，2017）．今回巣内で見られた個体はすべて

幼虫であったが，そのうち 1 個体を DNA バーコー

ディング解析したところ，モモイロシマメイガの

既知配列と 99.9％の一致率を示した．喜界島には

2 種のアシナガバチ亜科が自然分布している．ア

図 5．コガタスズメバチによる育房への複数産卵（a）とメイガ科の幼虫（b, c）により蛹便を食害された様子（d）．
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シナガバチに寄生していた種が，侵入したコガタ

スズメバチの巣にも寄生した可能性が高いと思わ

れた．

まとめ
喜界島で 10 月下旬に採集した国内外来性コガ

タスズメバチの巣は，新女王バチと雄バチが羽化

していた．蛹数および育房数から繁殖個体の生産

は，11 月に最盛期となることが推定された．巣

構造の解析により，生活史や営巣規模は，薩南諸

島に自然分布しているコガタスズメバチと類似し

て い る こ と が わ か っ た（ 図 6）． 喜 界 島 で は，

2021 年および 2022 年と 2 年連続でコガタスズメ

バチの巣が捕獲されていることから，すでに島内

に定着している可能性が高いと思われた．
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